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近年抗菌物質の発達 に ともな って敗血 症 を含 む重 症感

染症例の予 後は著 し く改善 されたが,な お尿路感染 症患

者 の泌 尿器 科臨 床におけ る頻度 は過去30年 間殆 んど減 少

せず,そ の治療 には生体側 の要因,副 作用を含 め多 くの

困難 を伴 うのが現状であ る。

Carbenicillin(CBPC)が 副作用の少 ない合成penicil-

linと して1967年 開発 され,そ の臨床効果 が実証 され て

きた。そ の後米国Pfizer社 において開発 されたcarben-

icillln indanyl sodium(I-CBPC)が 酸に 安 定で,腸 管か

らの吸収 のよいことか ら経 口剤 として臨床 に用い ること

がで きるよ うにな った1)2)。

今回 この よ うな特性を もった1-CBPCを 臨床 に用い

る機会を得たので,そ の成績 を ここに報告す る。

研 究対象な らびに方法

対象は広 島大学 医学 部附属病院泌尿器 科お よび県立広

島病院泌尿器科 において経験 した19才 か ら74才 にい たる

男子7例 を含む40例 の各種尿路感染症例 で,い ずれ も中

間尿 の定量培養法 によって細菌数 が105/ml以 上を示 し,

自 ・他覚所見が定型 的な症例であ る。

これ らの症例 か ら得 られた細菌のCBPCに 対す る感

受性を3濃 度 デ ィス ク法に よって検す る とともに2,3

の セファロスポ リン系薬剤 のそれ との比較 を行 なった。

っいで これ らの症 例に対 し1-CBPC　 500mgを 含む錠

剤を,1日4回 毎食直後 お よび就寝前 に1錠 つつ経 口投

与 した。 この場合,全 例7日 間(総 量14.0g)の 画一的投

与法 とした。 この 間,他 の抗菌姓薬剤,消 炎剤,解 熱鎮痛

剤の併用は もち ろん,胃 腸薬 の併用 も行 なわ なかった。

効果の判定は 自覚症 と他覚所見 を参考 と して治療 開始

後3～4日 目お よび8日 目に行 なった。す なわ ち(i)尿沈

渣所見 な らびに 自覚症の何れ に も効 果のみ られ た ものを

有効,す べ てが消失 した もの を著効 とし,い ずれに対 し

て も明 らかな改 善のみ られ なか った ものを無効 と した。

樋他覚 的所見 としては尿中 細菌 の同定 と同時に定量培養

法を行 ない,起 炎菌が103/mI以 下 に減少 した もの を有

効,102/ml以 下 に減 少 した ものを著 効 と し,103/ml以

下 に減少 しなか った ものを無効 と した。(iii)臨床効果 の判

定 は上 記所見(i)および(ii)の何れ もが著効 を示 した場合著

効(E),何 れか 一方が著効 を示 した ものあるいは何れ

もが有効 であった ものを有効(F)と し,(i),(ii)のいずれ

に も明 らかな改善 のみ られ なかった場合お よび不 充分で

あ った ものを無効(P)と した。投 薬中止後7日 目,す な

わ ち治療 開始後15日 目に再度来院 させ,再 発 の有無 を上

記(i),(ii)および(iii)について検討 した。

副作用 についてはI-CBPC使 用 に もとつ くと思 われ

る ア レルギー様症状を あげる とと もに,大 半の症例 に対

して治療 に伴 う腎機能(尿 沈渣,BUN,血 清 ク レアチ

ニ ン)お よび胃腸 障害への影響 を み る と 同時に肝機能

(GOT,GPT,ア ル カ リフォ スファターゼ)お よ び末

梢 血液嫁(RBC,WBC,Hb,thrombocyte)の 変動 を

検 した。なお末檎 血液縁 では±10%,肝 機能 および腎機

能 につい ては±20%以 上 の変動 を もって影響 あ りと判定

した。

成 績

1. 起炎菌 の薬 剤感受性(Table 2)

2,3の セ ファロスポ リン系剤 に対す る臨床分 離菌の

薬剤感受性を比較 す るとCBPCはEcoliに 対 し79%

とCERと 大約 同一 の感受性を示 したが,Proteus,P3,

aeruginosaのCBPCに 対 す る感受性 は低 かった。

2. 自覚 症に対す る効果(Table 3)

頻 尿の改善に比 して排尿痛,残 尿感 の改善がやや お く

れ たが,治 療開始後8日 目にはそ の大 半でなん らかの効

果が み られた。

3. 尿所見に対す る効果(Table 4)

自覚 症状に比 しやや お くれてそ の効果 がみ られたが,

治療 開始後8日 目に は 自覚症状 と大約平行 した成績が得

られた。

4. 起炎菌 に対す る効果(Table 5,6)

治療 開始後8日 目には40株中29株 に充 分な効果がみ ら
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Table 1 Clinical result of I-CBPC on patients with urinary infection 
Dosage 2g/day X 7 days



VOL. 23 NO. 2 CHEMOTHERAPY 759

Table 2 Drug sensitivity of microbes evaluated

Table 3 Effectiveness of I-CBPC on subjective symptoms

Table 4 Effectiveness of I-CBPC on urinary findings
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Table 5 Effectiveness of I-CBPC on microbes obtained from patients

Table 6 Clinical result and sensitivity of E. coli to CBPC

Table 7 Clinical result of I-CBPC in patients with urinary infection

Table 8 Recurrence following I-CBPC treatment Table 9 Side effect of I-CBPC
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れた.Ecohに 比 しProteus,Ps.aeruginosaに 対す る

効果は低かった.

E.coh34株 につい てCBpcに 対 す る感受性 の有無 と

臨床効果 との関係をみ ると感受 性を有 した27株 は1週 間

の治療に よつ て1株 を除いていずれ も103/rnl以 下 に減

少 したのに対 し,耐 性 であった7株 では3株 に効果がみ

られ たにと どまった.

5. 臨床 的綜 合所 見に対す る効果(Table7)原

治療 開始後4～5日 目には40例中26例(65%),8日 目

には40例中27例(68%)に 著効 を得た.

6. 再発 について(Table8)

治療開始後8日 目に効果 のあった31例 につい てみる と

2例,6%で 再燃が み られた.

7. 副作用 につ いて(Table9)

アレル ギー様症状 は経 験 しなか ったが,胃 腸 障害を訴

えた ものを5例,13%に 経験 した.

8. 臨床検査成績に対す る影響(Table10～12)

検討 した31例 の何れにお いて も腎機能に対す る明 らか

な影響 はな く,肝 機能を比較 した36例 で も同様 にその変

化 は検査 前値に対 しいずれ も±20%以 下 の変 動に とどま

つた.ま た 白血球 数を除 く血液指標 に対す る影響 も検討

した範囲では何れ も10%以 下の変動 に とどまった.

考 按

1-CBPCは(i)半 合成ペ ニ シリンCBPCの 誘導体 で,

Ps.aeru8inosaお よび ある種 のProteusに 対 しす ぐれた

抗菌力 を示す.細 酸安定 で胃では分解 されず,経 口投与

に よって腸 管か らよ く吸収 され る.圃 経 口投 与の場合注

射に比 し血中 濃度は劣 るが,尿中 濃度は高濃 度 に 達 す

る.嗣 腸 管 か ら吸収 され ると加水 分解 されCBPCと し

てその作用を示す,M殺 菌的に作用す る とい っ た 特 長

を もつ新 しい広範 囲スペ ク トラムの経 口抗生 物 質 で あ

る.

臨床分離Ecoliに 対す る1-CBPCのMICは その多

Table 10 Influence of I-CBPC on laboratory findings (I)

Table 11 Influence of I-CBPC on laboratory findings (II)
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くが16μg/ml以 下 を示 し,大 多数 のEcoliに 対 し充分

な抗菌力 を もつ といわれ てきたが,自 験例ではdisc法

で79%に 感受性 を示 した。他方,本 剤 の特 性 としてPs.

aen砂nosa,Proteusな どに対す る抗菌 力の強い ことが報

告 され てきたが3),自 験例では病 院の特殊性に も関係す

ると思わ れ るが,い ずれ もCBPCに 対 し耐 性 を 示 し

た。

合成ペ ニ シリン製 剤に よる尿路感染症 治療の臨床効果

についてみる と急 性症例では80～90%と した報告が多 く

慢性の場合40～60%と す る報告が 多い。 自験例 では急性

症の場合32例中30例,94%に 効果 がみ られたのに対 し,

慢性症例 ではその効果は劣 った。 この理 由と して 自験 例

では慢性症の多 くがCBPC耐 牲のPs。aeruginosa,Pro-

teu3で あった ことと,1日29の 画一 的投与法 を とった

ことに ある と思 われ,こ の よ うな症例 に対 しては充分 な

血中濃度 を維 持で きるだけの大 量投 与を考慮すべ きであ

ろ う。

感染症 の治療 にあたって再燃が 問題 とな るが,こ れ に

関する薬剤 側の要因 と しては薬剤 の選 択 と と も に 投 与

量,投 与期 間 といった ことが問題 とな る。 自験例 では治

療終了時点で効果のみ られ た31例中2例,6%で 再燃 が

み られ た。 この ことは治療に よ く反応 す る急性膀胱炎 の

場 合で も,症 例 に応 じてその投与期 問,投 与量な どを考

慮する必要 のある ことを示す ものである。

CBPCに よる治療において いわゆ る 菌交 代症が時に

報告 され てきたが4),自 験例では短期 間であったた めか

このよ うな現象 を経験 しなか った。

副作用 に関 しては 自験例 では 胃部不快 感を5例 経験 し

ただけで,ア レルギー様症状を訴 えた ものはみ られ なか

った。 しか し他の合成ペ ニ シリン製 剤の場合 と同様 な も

のが考慮され るので,そ の投与 にあたっては充分 な注 意

が必要であ る。

各種検査指標に対す る影響 はかな りきつい条件 で検 討

したが,白 血球数 の正常域 への減少をみた以外,明 らか

な変 動はな く,1日291週 間の条件 では末梢血液豫,

血液生 化学値に対す る大 きな影響は ない といえ る。

結 語

急性膀胱 炎を主 とす る尿路 感染症40例 に対 し1-CBPC

に よる治 療を試み,次 の成績を得た 。

1. 臨床 分離大腸菌に対す る薬剤感受姓iはCERの そ

れ と大 約一致 した。

2. 1日294分 の うえ7日 間経 口投与 した結果,治

療終 了時点で全体 と して78%に 臨床上満足 すべ き効果 を

得 た―。

3. Proteus,Ps.aeruginosaに もとつ く慢性尿路感染

症 に対 しては1日291週 間 とい う条 件では充分な効果

を得 ることが できなかった。

4. 再燃を2例,6%に み とめた。

5. 副作用 と して胃部不快感を5例 に認めたが,こ れ

以外 に特記すべ き ものを経験 しなかった。
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The authors report on the experience with a new semisynthetic broad-spectrum penicillin, indanyl carbenicil-

lin, at the treatment of 40 cases having various urinary infections. 

1. In study with some synthetic penicillin preparations, the antibacterial activity of CBPC against E. coli 

was found to be approximately comparable to that of CER. 
2. As treatment regimen, all cases were administered 500 mg by mouth every six-hour for seven days, 

overall effective rate was obtained in 78% of the cases, but less effective rate was obtained in cases with 
chronic urinary infection caused by Ps. aeruginosa and Proteus. 

3. Recurrence was seen in 2 cases, 6%. 
4. Except of 5 cases showing gastrointestinal troubles, no severe side effect has been encountered.


